
令和2年度 第1回 人生の最終段階における医療・ケア検討会議

日時：令和2年9月１１日（金）18:30～20:30

場所：高知共済会館3階 桜

１ 開会あいさつ

２ 協議

（１）令和2年度の取組について

（２）啓発資材（案）について

（３）令和3年度の取組について



人生の最終段階における医療・ケアの意思決定支援事業 令和2年度事業計画（案）

■検討会議の開催・・・・・・2回（6月上旬＆2月下旬、高知市）（9月＆3月、高知市）
■指導員研修への参加・・・・1回・5名（時期未定【R元年：8/31-9/1】、東京）
■相談員研修（国）の開催・・１回（12月12日（土）、WEB開催）
■相談員研修（県）の開催・・１回・60名（11月下旬～12月、高知市）（2月開催予定、高知市）
■公開講座の開催・・・・・・3回（高知市・安芸市・四万十市、10～11月）
■医療従事者向け講演会の開催・・・１回（10月10日（土）「人生の最終段階における医療・ケアとアドバンスケア・プランニング」）
                 主催：高知県医師会（共催：高知県）
                 講師：神戸大学医学部付属病院 緩和支持治療科
                    特命教授 木澤 善之 先生
■出前講座の開催・・・・・・１回（団体or市町村主催の研修会等で講演・12月）
■啓発リーフレットの作成・・A4巻き3つ折り（6面）・5,000部（6月検討会議で内容を確定、7月完成）（9月検討会議で内容を検討）
          

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

検討会議 ■検討会議①
＊R2取組確認
＊啓発資材の検討
＊R3取組検討
９月開催

■検討会議①
＊R2取組検討
＊啓発資材の
 検討
＊R3取組検討

■検討会議②
＊R2実績報告
＊R3取組確認
＊救急現場の 
 心肺蘇生協議
３月開催予定

人材育成 ■相談員研修
＊高知市
2月開催予定

■指導員研修 ■医療従事者
 向け講演会
＊高知市
（10月10日）

■相談員研修
（国）
＊12月12日
＊WEB開催

■相談員研修
（県）
＊高知市

住民啓発 ■資材作成
＊検討会議で案を検討
９月検討会議

■資材完成
＊市町村に
 配付
10月完成予定

■公開講座
 チラシ作成
 ・配布
■資材作成
＊検討会議で
 案を検討

■公開講座
＊高知市
＊安芸市
＊四万十市
■資材完成
＊市町村に配布

■出前講座
＊団体・市
 町村主催
 の研修会

資料１



「患者の意向を尊重した意思決定のための研修会」の実施状況等について

１ 研修会の目的等

■厚生労働省が国立大学法人神戸大学に委託して実施する「人生の最終段階における医療体制整備事

業」として、平成28年度から開催。

■人生の最終段階における医療・ケアに関する患者の相談に適切に対応できる体制を強化することを目的

に、全国でブロック毎に開催。

■医師、看護師、医療ソーシャルワーカー等で構成される「医療・ケアチーム」を対象とした「相談員研修」

及び相談員等の人材を育成するため相応の経験を積んだ医療従事者等を対象とした「指導員研修」を

実施。

令和元年度の研修実績

相談員研修

《 四国会場 》

■高知会場

＊日時 令和元年12月22日（日） 9:00～17:30

＊場所 近森病院 （高知市追手筋）

＊参加数 27チーム （89名）

指導員研修

＊日時 令和元年8月31日（土） 11:00～18:50

9月 １日（日） 8:30～16:20

＊場所 TKP赤坂駅カンファレンスセンター（東京都港区赤坂）

＊参加者 （高知県より）1名が受講

令和２年度の研修予定 受講者累計（平成28年度～令和元年度）

相談員研修 相談員研修

《 四国会場 》 ＊36機関・136名が受講

＊日時 令和２年12月12日（土） 9:00～17:30

＊開催方法 Web開催（各医療機関の会議室等） 指導員研修

＊参加数 約25チーム（80名程度）

指導員研修

＊今年度の開催はなし。

＊４機関・７名が受講



啓発資材（案）について

■資材作成の目的

人生の最終段階における患者の意向を尊重した意思決定（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）について、

県民への普及啓発を進めることを目的とする。

■資材活用案

・公開講座、講演会、研修会で活用

・市町村役場・保健センター、医療機関、介護施設等に配布

資料２



人生の最終段階における医療・ケアの意思決定支援事業 令和３年度事業計画（案）

■県民世論調査・・・・・・・1回（４～６月）
■検討会議の開催・・・・・・2回（10月上旬＆2月下旬、高知市）
■指導員研修への参加・・・・1回（時期未定【R元年度：8/31-9/1】、東京）
■相談員研修（国）の開催・・1回（時期未定【R2年度：12/12】）
■相談員研修（県）の開催・・1回・60名（11月下旬～12月、高知市）
■公開講座の開催・・・・・・3回（高知市・安芸市・四万十市、10～11月）
              告知チラシの事前作成・配布（８～9月）
■出前講座の開催・・・・・・１回（団体or市町村主催の研修会等で講演・12月）
■県民向け広報・・・・・・・テレビ広報、ラジオでの読み上げ等（令和３年度内に実施）

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

検討会議 ■検討会議①
＊R3取組確認
＊県民世論調査
 の中間報告に
 ついて

■検討会議②
＊R3実績報告
＊R4取組検討

人材育成 ■指導員研修
（国）
 

■相談員研修開催（県）
＊高知市

住民啓発 ■県民世論調査
＊ACPの認知度について調査
 
 

■公開講座
＊チラシ作成・配布

■出前講座
＊団体・市町村
 主催の研修会
■公開講座
＊高知市
＊安芸市
＊四万十市

■県民向け広報
＊テレビ広報、ラジオでの読み上げ等

資料３

Ｒ元年：4月 テーマ募集
    6月 設問作成
    8月 調査票発送
     10月 中間報告



県内市町村の ACP に関する取組状況等（これまでの取組）

市町村名 取組 時期 備考

香美市

（健康介護支援課）

■住民対象「講演会～いき方（逝き方と生き方）を考えましょう～」

＊講師：高知大学 阿波谷教授

■Ｒ元年７月 ■今年度も同様に年１回を予定

（南国、香南、香美市合同で開催）

香南市

（高齢者介護課）

■住民対象「終活セミナー出前講座」

＊ACP の啓発についても内容に盛り込み。

■「終活講座～あなたらしい最期の選び方」

■Ｒ元年度

土佐町

（地域包括支援セン

ター）

■「おぼえがき」の本編、医療編を改訂

＊希望者に配布するとともに、地区長会での説明や社会福祉大会で

の寸劇を交えた普及啓発に取り組む。

■Ｒ元年度 ■在宅医療介護連携推進事業の一つ

■「おぼえがき医療編」は現在、嶺北地

域３医療機関で活用している。

東洋町

（地域包括支援セン

ター）

■住民対象「講演会～人生の終焉、あなたはどう迎えたい～」

＊講師：県立あき総合病院 的場医師

＊「もしばなゲーム」を実践

＊「私のリビングウィル」を配布（安芸市より提供）

■Ｒ元年度 ■平成 29年度から専門職・住民対象の

講演会を行っている。

中芸広域連合

（介護サービス課）

■専門職・住民対象「看取りケア講座」

＊延命治療、在宅で最期をむかえるためにどうすればよいか等

■Ｒ元年度 ■在宅医療介護連携推進事業の一つ

嶺北 4町村合同

（大豊町、本山町、

土佐町、大川村）

■研修会を開催。（約 50 名参加）

■土佐町作成「おぼえがきノート」、「もしばなゲーム」を研修会にて活

用。

■Ｒ２年２月 ■在宅医療介護連携推進事業の一つ

■普及啓発以前の取組として、病院との

連携方法などの確立を進めていく。

参考



県内市町村の ACP に関する取組状況等（これからの取組）

市町村名 取組 時期 備考

馬路村

（健康福祉課）

■医療、福祉、行政の職員同士がACPを学ぶ機会、住民にACP につ
いて知って貰い家族等で話し合うきっかけづくりを行う。

■エンディングノートを活用予定。

■Ｒ２年度～

仁淀川町

（地域包括支援セ

ンター）

■住民対象「いきいきセカンドライフ知っトク講座」

１、「高齢期をよりよく生きるために」

＊講師：仁淀川町国保大崎診療所 橋本所長

２、「心積りノート」について

＊講師：中央西福祉保健所 小松企画監

■臨床倫理プロジェクト作成「心積りノート（改訂版）」を教材活用。

■Ｒ２年 10月頃 ■デイサービスや住民の集まりへ

参加して包括職員が「心積りノー

ト」の啓発を行っていく

嶺北４町村合同

（大豊町、本山町、

土佐町、大川村）

■住民対象のACP 研修会を開催予定。 ■Ｒ２年 11月頃

四万十市

（高齢者支援課）

■市民講座
＊講師：長寿社会開発センター 理事 石黒秀喜氏

＊自分の望む終末期の迎え方についての内容

＊「上手に老いるための自己点検ノート」を講演にて活用

■Ｒ３年 3月頃 ■平成 24年度から認知症重度

化予防実践塾及び市民講座を

毎年度開催している。

大月町

（地域包括支援セ

ンター）

■住民対象「権利擁護講演会」

＊ACP の内容を入れるように検討中

■エンディングノートを活用予定（住民への配布等）

■Ｒ３年度～


